
「鼻」の勉強 2016年 2月 10日

黒川理科研 究会  永澤義人

1。 は じめに

感 `l■ とい うこと

朝 4時 にラジオを聞いていた らある舞台芸術家が 「私の演技のエネル ギー は

私 の耳か ら、眼か ら、 日 (舌 )、 耳か ら、鼻、皮膚 な どのすべての感覚器官か

らの情報 を私 の感性 を通 して私の脳 に体に蓄積 された ものなのです。」 と言 つ

ていま した。いい音楽 を聴 くこと。いい話 しを聞 くこと、いいにおい (香 り)

を嗅 ぐことな ど、私の感性 に刺激 を与 える絵や風景 をみ ること、私 の皮膚に快

い与える風や 口や喉や舌に 「おい しい」 とい う快感 を与 えることな どです。

私が驚いたことには食べ物 をおい しい と思 つて食べたことが脳への刺激 にな

って、その人の芸術 をより豊かにす るとい うことで した。

感覚の刺激 によつて得たものがその人の芸術性 をより高めるとい うことは「耳」

「鼻 J「 口」「眼Jな どの感覚器官の学習に一つの視点を教 えて くれ るので しょう。

2.顔 と鼻

あの人は 目鼻立ちがいい人だ とか、、鼻す じの通つた人だ とか人 の容姿 を表

すのに 「鼻」 がよく使われ るのです。私は油絵 を描いてい るのですが 今 まで

は眼 さえしつか り描 けば、なん とか人 の顔 の絵 になると思 つていたのです。眼

を どうかけばいいのか とい うことをい ろい ろと考 えてきま した。 しか し、この

ごろは 「鼻」の形 が気 にな り始 めたのです。「眼」 を描いて 「鼻」 を描 くので

すが 「鼻」がなかなか うまく描 けないのです。

今 も女のひ との顔 を描いているのですが 「鼻」が満足できずに、描いては削 り

描いては肖Jり をしているのです。

人の鼻の仕組みを勉強すれば 女の人の鼻が しっか り描けるよ うになるのでは

ないか とも考 えていろいろと描いています。

3.「 人」の鼻は顔の どこについてい るだろ う。

1)鼻は顔の中央 についている  受業で

先生  「みんな鼻があるよね。みんなの鼻を指で さしてみて」

それ を今度は言葉で 「ぼくの鼻はぼくの顔の 。・・ の ところにあ りま

す。」 と言つて くだ さい。

生徒  僕の鼻は顔の真ん中についています。

ぼ くの鼻はふたつの 目の間か ら日の上まで伸びています。

鼻は眼の間は細 くて 日の上は広がっています。



日の上に鼻の穴がふたつあります。

先生 もう一回 みんなの鼻は みんなの顔のどこにありますか。

生徒 顔の真ん中にあります。

先生 鼻は参の真ん中にたてについているね。

顔の正面に突き出ているところを「鼻」ですね。突き出ているところ。

顔の外に突き出ている鼻の部分を外鼻 (が いび)と 言われています。友達

のつきで手いる鼻をよく見ましょう。

生徒 外鼻 がいび 外の鼻 鼻の穴もある。 鼻の大がふたつある。

'中 の鼻もあるのかや。

先生 中の鼻はあとでや ります。

2)人間の鼻はなぜ高いのでしょう。

先生 人間の鼻はほかのの動物にくらべて高くなつています。なぜかな。

人間は立って歩 くよ うにな り、脳が大きく重 くなつてきました。それ

で脳の・8・ が固く成長 し、固い脳の骨に大のあいた鼻の骨が前に出されて

鼻が高くなつたのだ と言われています。

生徒 鼻高いと空気いっぱい吸える。 鼻の穴大きくできる。

3)鼻は空気を吸 う入 り口

先生 鼻の穴はは呼吸のするための最初の入 り口なのです。

呼吸は日か らもできますが、人は本来は鼻で呼吸するようにできてい

るのです。

さあ、みんなはどこから空気を吸い込む。

生徒 ここ、ここだや、子 どもは鼻の大を指 さす。 このあなか ら空気を吸い

込むのだや。

先生 鼻は空気を吸い込むものだか ら、日の上の ところに空気を取 り込む穴

が 「鼻穴J(は なあな)がふたつあいているのです。

ここでF.5題

「 鼻のあなはふたつあ りますがひ とつよりふたつのほ うがどんないいこ

とがありますか。J

生徒  ふたつ穴があいていると片一方の大が鼻 くそな どがつまつても片一

方でも呼吸できる。  笑い声

ひ とつよりふたつだと多く空気を吸い込むことができる。

肺が左右ふたつに分かれているから。

4)鼻 は異物 (ご みやち り)の入つてくるのをふせいでいる。

先生  みんなは鼻穴から鼻 (鼻汁)が 出たことがあるね。
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生徒  ある。 きたないの。 青いの ねばねば してるの。 くさいの。

水みたいのもでてくることもある。あま りくさくない ときもある。

風邪ひいたときに多く出る。

先生  鼻の大の内側に毛が生えているね。この毛はどんな仕事をしてくれ

るかな。

生徒 鼻か ら吸 う空気の中にはごみやはこりがいつぱいはいっています。

そのゴミやはこりを鼻毛でねばして とってくれる。

鼻の穴の鼻汁がねばねば していて、鼻から吸つた空気のなかのごみ

やほこりをねばしてかためる。

かたまつたものが鼻 くそか。鼻の入 り日にとこどきたまっているよ。

かたまつた鼻 くそ指でとるといたいよ。

先生  鼻の穴の奥の方はヌルヌル とした粘膜で覆われています。鼻毛で

取 り切れなかつたはこりや ごみなどの異物 も粘膜にねばつて鼻汁や

や痰 となつて体外にはきだされます。

4) 鼻で空気 を温めて、しめつた空気にして

鼻穴から吸われた空気は

先生 みんな鼻血を出したことがある。

生徒 鼻血だ したことある。鼻かたい とこにぶつけて。

何もしないのに鼻血がでてきた。

先生 鼻の穴の裏には細かい血管がいつぱいは りめぐされているのです。

それで鼻は鼻血がでやすいのです。

鼻から空気が送 られる肺のなかの細胞はとても感覚が鋭敏なので冷

たい空気や乾燥 した空気は肺の中に入 ることはできません。

そのために外から鼻穴を通 して取 り入れた冷たい空気はあたためな

ければな りません。乾燥 した空気には水蒸気を加えて湿った空気にし

なければなりません。

複雑な鼻の穴にある細かいたくさんの血管で空気を温めているので

す。また鼻腔などに粘液を分泌 し、湿度を力]え ているのです。 このよ

うにして鼻は温度の高い、湿度の大きい空気を肺に送つているのです。

3.鼻の奥は硬い骨で作 られている。

1)鼻の奥は骨で部屋がつ くられている。

先生 鼻をつまんでみなさい。鼻の皮 (皮 膚)の下になにがあるかな。

生徒 鼻の中に何かかたいものがある。

骨があるんでない、硬いものだか ら。

先生 そ うです。鼻の奥は鼻の中は骨でできているのです。その骨でい
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つ

つかの空洞 をつ くつています。その /i~i洞 で一番広いのは鼻腔です。

鼻腔は気道のは じま りにあた り、聴覚の器官があるります。

先生 鼻は呼吸をす るときに空気の出入 り口になっています。鼻か ら吸わ

れた空気は鼻の穴 を通 り鼻腔にはい ります。鼻腔は鼻の穴か ら肺 ま

での通路 になつています。鼻の奥は骨で作 られたた くさんの部屋 が

あ ります、その部屋は粘膜で覆われてい ます。

その一番大きのが鼻腔です。鼻腔は鼻中膜 とい うのがあつて左右ふ

たつの部屋に分かれています。

鼻腔 は咽頭 につながつています。咽頭 にはこの鼻中ま くがあ りませ

ん。咽頭 には 日か らの空気 もはいつてきます。

鼻腔の粘膜 に炎症 をお こしたのが鼻炎です。青い鼻水がいつぱいで

す。風邪 をひいた ときな どにおきます。慢性 のものに肥厚性鼻炎 とい

のがあ ります。

2)鼻 の奥の骨でつ くられた部屋 の空気 を振動 させ て音 を響 かせ る。。

鼻の奥には鼻腔や副鼻腔な どの骨でできた小 さな部屋がた くさんあ りま

す。 この空洞で、の どの声帯で振動で作 られた音声 をさらに共振 させ 、強

い音、弱い音、高い音低い音な どのいろんなきれいな音をつ くつてい るの

です。みな さんが上手に歌が歌 えるのもこの喉の部屋 で空気 を振動 して音

を出 していて くれ るか らです。

3)鼻 の部分は空洞なので軽い

鼻腔、副鼻腔はな どの骨でつ くられた ところは空洞で空気 でみた され

ています。鼻の部分は空気で満 た されているために重い頭全体 を軽 くす

るのに役だつています。

鼻の通路で吸い込んだ空気 の温度 をたか くした り、湿度 を多 くす るのに

も役だっています。

4)副鼻腔は しばしば炎症が起こします。風邪などを引いて鼻の粘膜に炎症

がおこします,膿な どがたまることがあ ります。身体検査で耳鼻科の先生

に副鼻腔炎で といわれたことがあ りませんか。これが慢性になると蓄膿症

です。鼻腔が脳にちかい ところにあるために鼻腔の天丼が高 くなつていて

膿がたまりやすいのです。

鼻の仕事は  呼吸をすること。

先生 みんなの鼻はみんなが生きてい くためにどんな仕事をしているで
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しょうか。

生徒  息をする。 呼吸をする。 酸素を吸 う。

酸素を吸つて二酸化炭素を体の外にだす。

先生  そ ,、 人は鼻で呼吸をしますね。

さあ、鼻で呼吸をしてみましょう。 どうするかな。

生徒  目を開じて、鼻だけで呼吸をする。

先生  それでは鼻だけで呼吸をしてみましょう。 日は しつか り閉じて

はい いっぱい空気 を吸つて  いつぱい空気を吐いて

10回 やつてみましょう。

肺に新鮮な空気がいつぱいはいつたかな。

先生  今度は日だけで呼吸 してみましょう。

鼻を指で押 さえて、日だけで呼吸 してみましょう。

さあ、いつぱい吸つて、 いつぱい吐いて

きあ、鼻で呼吸するのと 口で呼吸するのと どつちがらくかな。

生徒  口   鼻

先生  呼吸は鼻でしてはしいのです。 なぜ、

生徒  鼻には空気をきれいにする仕組みがあるから。

5.鼻の仕事の大事なことは 「におい」を感 じることです。

1)におい

ご飯が炊きあがつた ときに、釜のふたをとるとプーンとご飯のいいにおい

が します。おかあさんがみそ汁をお椀にわけるときにはみそ汁の香 りがテー

ブルの上をただよいます。私は紅茶 を飲む ときには レモンをいれます。紅

茶を飲むまえにレモンを薄 く包丁でき ります。包Tの 刃をレモンに刺 した

途端に レモンの番 りが鼻に飛び込んできます。その レモンの果汁を熱い紅茶

に注ぐとまたすばらしいにおいがたちこめます。

サケは自分が生まれた川で孵化 して、小 さいサケにな り太平洋で成長 し、

アラスカの方をまわつて、自分の川に帰つて卵 を産みます。そのふるさとの

川がわかるのほサケが川のにおいを覚えて折るからだ と言われています。

ミツバチは遠 くから自分のすきな蜜のにおいを感 じてとんできます。

おい しそ うなにおいを感 じると食事が楽 しくな ります。

においの伝わ り方

人がにおいを感 じる気体は空気 と混 じつて鼻の大 か ら鼻のくだにはいつて

きます。

2)臭覚はこれを食べて安全か、食べ物が腐つていないかを調べ る働きをす

るのです。
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3)お茶は若葉のようなか香 り、花の香 りな どいろいろの香 りが混 じつてる。

4)人 はにおいな どのよ うにして感 じるか

においを知る感覚は嗅覚です。

においを感 じる嗅上皮は脳のす ぐ舌の鼻腔の上のほ うにあ ります。嗅上

皮はにおいを感 じ取る嗅細胞があ ります。 この細胞は細い毛で、毛の表面は

嗅線から出す粘液でいつもぬれています。 この液体にとけたにおいの物質が

嗅細胞を刺激すると強いにおいの信号が脳にとどけられるのです。

3)鼻 の健康のために

1)な るべく冷たい ところに長 くいない。

2)部屋を乾燥 したらやかんなどで湯気をたててお く。

3)寒い ところや乾燥 したところ、ごみのあるところではマスクをかける

ようにする。

4)鼻汁はいつもかんで鼻の穴はきれいに してお く。

鼻をかむ ときにはしずかに空気をだす。

5)バ ラの花などのいいにおいを嗅 ぐようにする。

6)かおい りのよいハーブテーや レモンテーを飲む。

7)た くさんの弱いにおいを嗅いでみる。

8)かお りで脳が活性化する。

9)おいしいものを食べるのも人生の楽 しみのひ とつです。

10)に おいのすききらいは大部分は学習によつてきまるので、年 とともに

においの好き嫌いがつ くられていくのです。
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